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月の住宅着工件数（季節調整済み、年率換算）は、
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万戸と前月比＋

の動きを続けている

た。集合住宅は、毎月の変動が大きいものの、
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月の住宅建設許可件数（季節調整済み、年率換算）は、

中央値の 138.5 万戸（前月比

い水準まで回復

％増加したう

維持した。 
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建築業者の景況感を示す住宅市場指数は、
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（前月 76）と
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住宅着工
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住宅着工・許可
回復の勢いを
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万戸（前月比＋5.1％）を
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一戸建ての着工件数は、金利低下による住宅販売の
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エコノミスト 桂畑 誠治

万戸（前月比＋

を下回ったが

着工の基調を示す「一戸建て住宅着工件数」

金利低下による住宅販売の

変動の大きい「集合住宅の着工件数」は 37.

強い賃貸需要や低い空室率

万戸と前月比

９月合計 0.4

販売の回復を背景に

2万戸と前月比

回復の勢いを増

と低下したが

したほか、現在の販売

良好な状態を

／ 定例経済指標
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145 689 385

187 652 341
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着工の基調を示す「一戸建て住宅着工件数」
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10－12 月期については、住宅

状況が継続する

一戸建て住宅市場

続けると予想され、住宅市場全体で回復傾向を辿る公算が大きい。
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加えて、需要の強い集合住宅は高水準で安定を

続けると予想され、住宅市場全体で回復傾向を辿る公算が大きい。 
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